
2018 年 12月 17 日 
 
シロザケの卵が 
届きました。 
 
この日のために 
準備していた 
涼しい部屋で 
飼育の開始です。 

2018 年 12月 18 日 
 

市内の小学校でも 
育ててくれることに 
なったので、卵を 
20粒持っていきました。 
ふ化の予定日は 12月末。 
3月になったら子ども達と 
一緒に放流します。 

 

この卵はどこからきたの? 

 

 

水車
すいしゃ

 

この卵は 2018年 10月に 
日本海から千歳川に遡上 
したシロザケの卵です。 
 
まず川に遡上したサケをイン
ディアン水車ですくい上げて、
いけすに落とします。 
 
いけすのサケを網で取りだし、 

日本海 

人の手で、オスとメスに分けます。 
一瞬で見分けて、あっという間に分けていく様子は
見事です。 
2018 年は千歳で約１４万尾のサケを捕獲したよ
うです。 

メスの入り口 

オスの入り口 

２０１８年１０月３０日 
私たちが受け取る予定の卵の受精が行われました。（↓ イメージ写真） 

↑見分けがつきますか? 

上の２尾がオス、 
下の１尾がメスです。 

メスのお腹から 
卵を取り出します。 

オスの精子を混ぜて 
水に入れると受精します。 

受精したばかりの卵は飼育
が難しいので、専門の方が
育ててくれます。 

１０月３０日に受精した卵が、１２月１日に発眼卵と 
なりました。（肉眼 で黒目を確認できた卵） 
 
          発眼卵はとても丈夫なので、旭川 
           までの長旅が可能になります。 
            水がなくても乾燥しなければ 
             １日くらい平気です。 
                      
                     旭川では複数の団体が卵を 
          もらうことになっているので、 
当番を決めて、１団体が代表してみんなの卵を 
恵庭にある施設に取りに行きます。 

（公 財）旭川市公園緑地協会 


